
【対策】
弁分解・組み立て時に角度計を設置し、角度管理を行
い、駆動部の重量が弁棒に作用しないようにする。
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①弁組み立て時、弁体に対して
弁棒の傾きがずれた。

②弁棒の傾きがずれたことで、
弁棒に駆動部の重量が作用し
たため、弁棒に微小な初期亀
裂が発生した。

③プラント運転中の振動により
微小な初期亀裂が進展し、
弁棒が折損したものと推定。
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折損した弁棒の破面状況


